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短期大学英語教育における映画の活用と授業外学習への動機づけ
―「映画で学ぶ会話フレーズ」の取り組み ―

Using Movies as Teaching Materials to Enhance Student’s Motivation and Encourage Out-of-class Study 
in Junior College English Education: 

a Report of “Learning English Conversation through Movies”
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（抄録）本研究は，海外の一般的な娯楽向け映画を会話表現学習用の英語教材として活用し，授業時には学生の英語学習へのモ
チベーションアップを，授業時間外には授業外学習の促進を目指すものである．学生が日常生活や就職後のビジネスシーンで使用
可能な会話表現を10作品の映画から抽出し，各作品を題材としたワークシートを作成した．そのワークシートを用い，授業内の活
動ではセリフの聞き取り（ディクテーション）及び音読を，授業時間外にはリスニング及び字幕切り替えによる書き取りを行わせ
た．本研究では第８回と最終回に当たる第15回の授業時にアンケートを実施し，授業の活性化と授業外学習の促進の２点に関する
本活動の効果を検証した．
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１．はじめに
１．１　研究の目的

本研究の目的は，映画を英語学習のツールとして用いることで，学生の英語学習への意欲を高め授業を活性化すること，
そして学生を授業時間外での自律的な学習へと導くことである．1 具体的には，鹿児島女子短期大学（以下「本学」）教養
学科の専門科目「ビジネス英語」の中で行われている映画を活用した活動を元に，この活動がどの程度学生の英語学習へ
のモチベーションアップにつながったか，そして授業時間外の学習へつながったかを調査する．

文部科学省（2012）によって示された「大学改革実行プラン」では，大学教育の質的転換として「主体的に学び・考え・
行動する人材を育成する大学・大学院教育への転換」が示され，具体的に，「主体的な学修ができる環境を整備し，学生
の学修時間を欧米並の水準に」することが目標とされた．つまり大学教育には，授業時にはアクティブ・ラーニングのよ
うな主体的な学びを提供することが望まれ，さらに授業時間外でも学習を積極的に行わせることで学習時間を増加させる
ことが求められているといえる．しかしながら短期大学に在籍する学生に目を向けると，４年制大学に通う学生ほどには
時間のゆとりはないのが実情である．特に今回の研究の対象となる本学教養学科は，在籍する学生のほとんどが一般企業
への就職を目指しており，１年次は講義及びワード・エクセルといった実務的な資格の取得，２年次は就職活動で多忙に
なるのが通例である．とりわけ本研究の対象となる科目「ビジネス英語」は１年次後期に行われており，学生たちはほと
んど空き時間がない中この科目を受講することになる．そのような実情を鑑みると，本学の英語教育では，学生に負担感
を抱かせることなく，自らの楽しみとして積極的に取り組むことができる時間外学習のあり方が求められていると考えられる．

そのため本研究では，海外の映画を教材として用いることで，学生の英語学習への意欲向上を試みる．そして授業実践
とアンケートを通し，その活動が授業時の活動をどの程度活性化させたのか，そして授業時間外における学生の能動的な
学びにどの程度結びついたのかを調査する．

１．２　研究の背景
英語教育における映画の有用性は諸氏が指摘するところである．例えば藤枝（2003 : 62）は英語学習には積極的な動機
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づけが必要としたうえで，入試等が学習への「恐怖の動機付け」であるのに対し，教材として用いられる際の映画は「快
楽の動機付け」となりうると指摘している．また，藤本（2003 : 148）は，映画は海外で実際に用いられる「口語，語法，
文法現象の宝庫」であり，「実際の英語が発話される場面といった視覚情報を把握し，理解する場を提供してくれる」と
評価している．近藤（2013）は，高校生を対象に行った調査の中で，CD やラジオ，小説や新聞といった他のオーセン
ティックな言語材料に比べ，映画が生徒の英語学習へのモチベーションに最も良く影響するという結果を示している（p. 
103）．藤枝（2003 : 65）が指摘するように，映画で交わされる会話とは ESL（English as Second Language）学習者向け
に作られた音声とは異なり，ネイティブスピーカーが行う極めて自然で本物に近い状態のものであるといえる．映画とは
手軽にオーセンティックな英語に触れさせながら英語学習への動機づけができる点で効果的な教材であり，とりわけ
ESL 学習者向けの語学教育においては非常に重要な役割を果たすものと思われる．

しかしながら，映画は何の工夫もなしにそのままで有益な教材となるわけではない．Stempleski（2001 : 364）が指摘
するように，学生たちの関心を高め，語学能力の向上へと導けるかは，その映画に関する指導者の十分な知識と正しい使
用法にかかっている．授業における映画の使用は「英語教育において『宝の箱』」であると同時に「パンドラの箱」とも
なりうるものなのであり（高瀬， 2003 : 100），使用目的，方法，作品・使用場面の選定などについて十分な考察が必要で
ある．その意味で，英語の教育現場における映画の活用に関する研究は今後も盛んに行われるべき命題であるといえる．

映画英語教育に目を向ければ，角山（2004， 2005）が報告するように，映画の教材としての利用は1980年代前半から行
われており，その歴史は決して浅いものではない．2 しかしその研究が体系的に行われたという意味で，2003年に映画英
語教育学会によって刊行された『映画英語教育論』は，映画英語教育研究におけるモニュメンタルな業績であるといえる
だろう．その中では授業実践に限ってみても，映画の利用に最も相性がよいと思われるリスニング授業（小林， 2003）の
みならず，英文法（藤枝， 2003）や英文学作品の読解（Caton， 2003）といったさまざまな授業での利用，また，いわゆ
る「英語嫌い」のボトムアップ（塚越， 2003）や福祉を専攻する学生への英語教育（八尋， 2003）といった特定の状況下
における利用など，さまざまな観点から映画の英語教育への活用法が考察されている．

その中でも最も特に本研究と関連深いのは，新山（2003）が行った，自主学習用課題としての映画の活用例であるとい
える．新山は，短大生に夏休みの課題として映画鑑賞に関わる課題を課し，「環境問題」をテーマに映画で学んだ英語表
現の確認やテーマに関する考察を行わせている．そしてその結果，映画を英語学習の手段として捉えるようになるなど，
学生たちの映画に対する意識に変化があったことを報告している．また，小林（2003）は授業における映画利用に関する
作品の選定基準や授業モデルを示しているが，授業における洋画の活用のメリットとして「教室外での行動に影響を与え
る」（p.11）ことができる点を挙げている．つまり，授業内で映画を教材として用いることで，それまで海外の映画に興
味がなかった学生が自らビデオを借りて見るようになる，字幕なしで映画を見ようと試みる，あるいはよりセリフに注意
するようになる，などの授業時間外での効果が得られるというのである．そして「聴解力の向上を目指すとき，授業内の
目標言語だけでは絶対手に不足して」いるとしたうえで，授業時間外での「学習者の積極的かつ意識的なインプットへの
行動が不可欠」であると指摘している（p.11）．本研究の狙いは授業の活性化と，授業外時間外における自律的学習の促
進であり，この小林が示す映画活用に関する見解に即するものであるといえる．3

２．「映画で学ぶ会話フレーズ」の実践
２．１　研究対象

本研究の実践対象は，本学教養学科の専門科目「ビジネス英語」（１年次後期）の中で実施している，「映画で学ぶ会話
フレーズ」と題された映画を用いた活動である．対象クラスは本学教養学科の１年生２クラスであり，受講者数はそれぞ
れ１組28名，２組32名，合計60名で，いずれも女子学生である．この科目では，主に協働的ライティングの手法を用い，
学生たちに日常生活や仕事先での会話を想定した英会話文例集を作成させる取り組みを行っている．4 本研究の対象とな
る「映画で学ぶ会話フレーズ」は，その主な授業内容の理解を深めるために実施しているものである．

２．２　活動の概要
この活動の目的は，映画を通し日常会話，あるいはビジネス会話の英語表現を学習させることである．全15回の授業の

うち10回，各回授業後半の30分程度を用い実施する．10作品の映画を用い，毎回異なる映画を題材とした活動を行う．内
容は授業時間内の活動「セリフクイズ」と，授業時間外の活動「映画を見て探そう」の２つに分けられる．授業時間内に
は当該科目が実施されるマルチメディア教室の CALL（Computer-assisted Language Learning）システムを活用し，学
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生たちに映画のセリフのディクテーションを行わせる．そして授業時間外には，作品を各自で視聴させ，セリフのディク
テーションを行うか，英語字幕に切り替えてセリフの書き取りを行わせる．

２．３　使用する映画
本活動で用いる10作品の映画，及び各作品で学生たちに聞き取り等を行わせる会話表現は表１の通りである．映画はい

ずれも本学附属図書館に DVD 等が所蔵されているものを選んでおり，学生が授業時間外にも図書館内の視聴覚室で閲覧
可能なよう配慮している．また，受講生たちのさまざまな趣向に対応できるよう，ヒューマンドラマ，ラブストーリー，
コメディ，ファンタジー，歴史ドラマなど可能な限り偏りがないよう幅広いジャンルから選定している．

本活動を実施する「ビジネス英語」では，日常生活や就職後のビジネスシーンを想定した英会話文例集の作成を行って
いる．そのため，本活動でディクテーションなどに用いる表現は，可能な限りその授業内容に合った会話フレーズが中心
となるよう配慮している．例えば「よろしく」（It’s my pleasure to meet you）「おじゃましました」（Thank you for 
your time）「がんばって」（Best of luck）「お大事に」（Take care）といった日常的な挨拶表現や，「何か飲む？」（Would 
you like something to drink?）「写真を撮ってもいい？」（Can I take a picture?）などの一般的な会話表現，「ご注文は？」

（May I take your order? / You ready?）「ごゆっくり」（Take time）などアルバイト等で使用可能な表現，あるいは「マ
イアミ相互（銀行）へようこそ（いらっしゃいませ）」（Welcome to Miami Mutual Bank， how may I help you?）「中に
お入りください」（You may go in now）といった，銀行や受付事務など具体的な職業に関わる表現を各作品から探し，
選び出している．

表１　使用した映画及び，各活動で用いた会話表現

回 作品名（公開年） 授業時のリスニング用の表現 授業外学習用の表現

1 The Holiday （2006） This is my daughter， Sophie. Soph， this is my 
friend， Amanda. （1 : 17 : 50）

Sure. （0 : 37 : 48） / Would you like something 
to drink? （0 : 42 : 35）

2 The Terminal （2004）
What’s the purpose of your visit? Business 
or Pleasure? （0 : 01 : 15） / What do you do? 

（0 : 50 : 44）

Welcome to Burger King， may I take your 
order? （0 : 31 : 00） / Nice to see you again. 

（0:51:21）

3 Catch Me If You Can （2002） Celine? It ’s my pleasure to meet you. 
（0 : 36 : 45） 

Welcome to Miami Mutual Bank. How may I 
help you? （0:41:52） / Take care.（0:51:30） / 
You’re just full of surprises. （1:24:26）

4 Forrest Gump （1994） It was nice talking to you. （1 : 59 : 48）
I’m home， Mom.（1:26:04） / I will see you 
tomorrow. （1:39:15） / Have a nice day. 

（1:57:09）

5 We Bought a Zoo （2011） Where did you get your shoes? And how 
much did they cost? （0 : 29 : 24）

You’re freakin’ kidding me. （0:23:12） / Why 
not? （0:33:32） / She is still looking out for you. 

（1:04:39）

 6 Big Fish （2003） Thank you for your time. （1 : 38 : 53）

I’m going with you. （0:08:16） / I have to meet 
somebody and I’m already late. （0 : 31 : 53） / 
It’s good to see you. （0:14:10） / Can I take a 
picture? （0:45:07）

7 Little Miss Sunshine （2006） Hi， you ready? （0 : 23 : 56） / Take time. 
（0 : 26 : 10） 

I can’t believe this. How have you been? 
（0:37:10） / Thanks for stopping by， Olive. 
Best of luck. （1:16:05） / You take care. 

（1:19:11）

8 The -King’s Speech （2010） You can go in now， Mr. Johnson. （0 : 18 : 40） / 
Please make yourself comfortable. （0 : 20 : 00）

It’s time to bed. （0:15:08） / Would you like 
some tea， Ma’am? （1:17:55） / Now， allow me 
to guide you. （1:22:27）

9 The Full Monty （1997） I’d like to take money out， please. （0 : 48 : 12） See you later. Good luck. （0:37:58） / How 
about it， Dave? （1:18:24）

10 School of Rock （2003） Could you take a message for me? （0 : 08 : 17）

Please take your seats. （0:10:34） / Thanks 
again， you save the day. （0:11:32） / You’ll see 
me after class. （0 : 45 : 43） / With a guitar in 
our hands and rock in our hearts! （1 : 13 : 11）
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２．４　作成する映像
語学の授業で映画を用いる際には，しばしば学生にどの程度の時間映像を見せるのかが１つの問題となる．活動の対象

となる表現を学ばせる際に，その表現が含まれる場面や登場人物たちの関係性を理解させることは，活動のモチベーショ
ンに大きく関わると考えられるためである．例えば Stempleski（2001 : 365）や小林（2003 : 12）は，学習者が集中できる
長さを考慮する上で，セリフが含まれる特定の場面５分以内にとどめることが好ましいとしている．一方，角山（2015 : 5）
は，ストーリーの理解が十分伴わなければ学生の興味・関心を引き付けておくのは難しいものと指摘し，実際にその研究
では映画全編を12ユニットに分け，毎回10分程度視聴させるとしている．Osuka（2007）は授業を通して１本の映画を用
いたクラスと，複数の映画を用いたクラスを対象に，リスニング力と学習へのモチベーションに関する比較を行っている．
その結果，リスニング力については同程度の向上が示されたのに対し，授業への興味や満足度といったモチベーションに
関わる項目については，１本の映画を用いたクラスのほうが有意に高かったことが示されている．

しかしながら，本研究の狙いの１つは，学生に自律的に時間外学習を行わせることにある．そのため，授業中に１つの
作品を全編見せ，授業内でその作品を完結させることは，本研究においてはふさわしい手法であるとはいえない．一方で
角山（2015）の指摘にもあるように，リスニングを行わせる該当場面のみ視聴させるだけでは学生の関心を活動に十分に
引き付けることはできないと考えられる．またあらすじを口頭で説明する方法もありえるが，場面理解の上では「細かい
点までは理解することは不可能」（鈴木，2012 : 8）であるため有効な手段とは考えがたい．そこで本研究では，各作品を
10分から15分程度にまとめたダイジェスト（映像①）を作成し使用する．映像①では，作品のみどころやポイントを踏ま
え，あらすじは十分理解できるようにするが，結末やいわゆる「ネタバレ」は含まないように配慮し作成する．そのよう
にしてストーリーに関心を抱かせる程度にとどめ，あえて全編を見せないことで，学生たちに作品自体への興味を喚起し，
授業外学習への動機づけとする狙いがある．リスニング作業用に用いる映像としては，セリフが含まれる場面を抜き出し
た１分程度のもの（映像②）を作成する．映像②は CALL システムを用いて各学生に配布し，学生たちにディクテーショ
ンを行わせる．そして映像②と同じ個所の英語字幕版（映像③）を作成し，解答を示すための映像として用いる．

２．５　使用するワークシート
本活動に用いるワークシートには，授業時のディクテーション用となる「セリフクイズ」，授業外学習用となる「映画

を見て探そう」の２項目を設ける．授業実施の際には，中間アンケートの結果を受けワークシートの改善を行ったため，
ここでは第１回から６回までに用いた形式のワークシートを「形式１」，７回から10回まで用いた形式を「形式２」と呼ぶ．

授業中に実施する「セリフクイズ」については図１に変更前と後の２つの形式のワークシートを示す．形式１のワーク
シートには単純にディクテーション用の枠を設けていたが，中間アンケートでの学生からのコメントを参考に，第７回以
降の活動で用いる形式２のワークシートには，英語のセリフを予想し記入するための枠を新たに設けた．なお，リスニン
グの活動ではしばしば空所補充形式の問題が用いられているようである．5 しかし本活動の目的は学生に会話表現を身に
付けさせる点にあるため，問題は空所補充形式にはせず，簡単な表現を丸ごとディクテーションするようにした．そうす
ることで，単語レベルではなく会話表現全体に学生の意識を集中させることができると思われる．
「映画を見て探そう」のワークシートについては図２に変更前と後の２つの形式を示す．形式１ではセリフの邦訳のみ

を提示し，映画を見て該当のセリフを探すようにしていたが，形式２ではそのセリフが出てくるおおよその時間を示すこ
とで見どころが明らかになるよう変更した．また学生により興味を持たせるため，新たに「グーフス」（Goofs）の項目を
追加した．グーフスとは撮影機材や撮影スタッフが映り込んでいる，あるいは物の向きや配置がカットごとに変わるなど，
映画の中にある撮影上，及び編集上のエラーのことを指す．6 高瀬文広らは，映画グーフスの英語授業における活用につ
いて研究を行っており，通常は映画を楽しむ上で邪魔となるはずのグーフスが，学生たちを映画の場面やその会話に集中
させる上では非常に効果的であると指摘している（Takase， et al.， 2015 : 105）．この高瀬らの研究を参考に，本活動では
新たに「グーフス」の項目を追加することで，活動をより魅力的にし，学生たちの学習意欲を向上することを目指した．
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形式１：Catch Me If You Canを題材とした例             形式２：School of Rockを題材とした例 

図１ ワークシート「セリフクイズ」 一部抜粋 

形式１：Catch Me If You Canを題材とした例 形式２：School of Rockを題材とした例

図２ ワークシート「映画を見て探そう」 一部抜粋

２．６　実施環境
本活動の実施には，平成28年度より新たに本学に導入された CALL システム，CaLabo LX（以下「CL」）を用いる．

特にこの活動では，映像①を全員で視聴するために「先生画面送信」機能を，学生たちにリスニング用の映像②を配布す
るために「ファイル配布」機能を用いる．CL では各座席に付属されたパソコンを使用し，学生たちに個別に作業を行わ
せることが可能である．学生たちは受信した映像②を用い，各自のペースでディクテーションを行うことができる．なお，
本来であれば CL には動画を一部抜粋し，学生たちに各自でその箇所の聞き取り等を行わせる機能があるが，本学の環境
は導入から現在に至るまで依然安定しておらず，その機能が使用できないため，今回は先述した映像①～③をあらかじめ
作成し，映像②については「ファイル配布」機能で配布するものとする．なお，学生に配布ファイルの保存は行わせてい
ないため，映像②の使用は教室内に限られる．

２．７　授業時の活動－「セリフクイズ」
授業では30分程度を用い，本活動を実施する．まず，「先生画面送信」機能で映像①を全学生のモニターに映し，解説

を加えながらストーリーを理解させる．先述したが，角山（2015 : 5）は「学生に馴染みのないヒューマンドラマを扱う
場合，ストーリーの理解が十分伴わなければ興味・関心を引きつけておくことは難しい」と指摘している．つまり，映画
のワンシーンのみを抜き出して聞き取りなどを行わせるよりも，ある程度物語を理解した上で行うほうが，学生の関心を
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引き付け，作業により集中させることができると考えられるのであるのであ
る．そのため，各作品のみどころを10分から15分程度にまとめた映像①を用い
てあらすじを全員で共有する作業は，後の聞き取り作業，及び授業外学習へと
つなげてゆく上でも非常に重要であるといえる．また，映像①では作品のみど
ころは踏まえるものの，ストーリーの結末を見せることはしない．学生たちが
ある程度ストーリーを知った上で，その続きを見たいと感じる程度にあえてと
どめることで，授業時間外での学習への動機づけに効果があるものと思われる
ためである．

次に CL の「ファイル配布」機能を使用し，学生のパソコンに映像②を配布する．学生たちは各自の座席のパソコンで
受信したファイルを再生し，自分のペースで聞き取り作業を行う．ファイルを受信した学生には Windows Media Player

（以下「WMP」）で再生することを推奨する．WMP には拡張機能の中に再生速度を変更する機能があるため，セリフの
難易度が高いと感じる学生には再生速度を落として聞き取りを行うよう指示する．本学教養学科では入学時に全学生に
Windows のパソコンを無償貸与している．そのため，ここで WMP の機能の説明をすることで，学生たちは今後自ら映
画のセリフの聞き取りを行う際にも，この機能を役立てることが可能である．ディクテーションは10分程度で行わせ，全
員の回答は CL の「チャット」機能を用い学生同士で共有する．

最後に映像③を「先生画面送信」機能で全員に見せ，正解の確認を行う．その後，５分程度を用いて，グループごとに
セリフの読み合わせを行わせる．

２．８　授業時間外の活動－「映画を見て探そう」
本研究の大きな目的の１つは，受講生に授業時間外に自主的に学習を行わせることである．授業時間外の活動としては，

図２に示したワークシートの「映画を見て探そう」の項目を用い，日本語訳されたセリフの元となる英会話表現を調べさ
せる．方法としては自分たちの力でセリフのディクテーションを行うことが望ましいが，本来の活動の目的は会話表現を
身に付けることであり，さらにＤＶＤプレーヤーで視聴する場合はリピート再生するのは容易ではないことが想定される
ため，字幕を日本語から英語に切り替え，そのオリジナルのセリフを書き取るだけでもよいと説明する．

なお，「映画を見て探そう」の活動は，あくまで学生たちの楽しみとしての学びに結びつけるためのものである．換言
すると「やらされる学習」としてではなく，自律的な学びを促進することがこの活動の大きな目的なのである．そのため
授業外の活動を課題として強制的に行わせる，あるいは成績に加点するなど特典を設けることはあえてせず，活動を行う
かどうかは学生の主体性にゆだねるものとする．本研究ではその上でどの程度授業外学習が行われたかを調査する．

３．調査
３．１　アンケート内容

本研究では第８回（平成28年11月11日）の授業時に中間アンケートを，第15回（平成29年１月20日）の授業時に最終ア
ンケートを実施した．実際に行ったアンケートの内容をすべて網羅することはできないため，ここではその中の一部を抜
粋し，授業中の活動に関する質問項目と，授業時間外の活動に関する項目について言及を行う．本論考で扱う質問の項目
は表３に示す．なお，このアンケートは無記名で行うものであり，当該科目の評価に一切加えないことはアンケート実施
前に学生に伝えている．

表３　中間・最終アンケート質問項目

１　授業中の活動に関する質問 ２　授業外学習に関する質問
１－１　活動にどの程度積極的に参加できたか ５段階評価 ２－１　授業時間外で映画を見たか Y / N
１－２　映像の難易度はどうだったか ５段階評価 ２－２　授業時間外で活動を行ったか Y / N
１－３　活動に対してどの程度魅力を感じたか ５段階評価 ２－３　映画を見なかった理由 選択・複数回答

表２　授業時の活動のタイムスケジュール

使用時間 活動（使用する映像）

15 分 あらすじ解説（映像①）

10 分 ディクテーション（映像②）

5 分 正解＆読み合わせ（映像③）
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３．２　結果
授業中の活動に関する質問に対して，中間アンケートでは59名，最終アンケートでは57名から有効な結果が得られた．

また，授業時間外の活動については，中間・最終ともに57名から有効な結果が得られた．授業時の活動に関する結果は図
３に，授業時間外の活動に関する結果は図４にそれぞれまとめて示す．

１－１　活動にどの程度積極的に参加できたか
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１－２　映像の難易度はどうだったか
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１－３　活動に対してどの程度魅力を感じたか
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図３　中間・最終アンケート結果－授業中の活動に関する項目
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２－１　授業時間外で映画を見たか
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中間アンケート結果（n=57）　　　　　　　　　　　　  　　　　　最終アンケート結果（n=57）

２－２　授業時間外で活動を行ったか
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２－３　映画を見なかった理由（複数回答）
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図４　中間・最終アンケート結果－授業時間外の活動に関する項目

４．考察
４．１　授業中の活動の結果に関する考察

授業時の活動に関する質問に対する結果は図３に示した通りである．これらの項目については中間・最終アンケートと
もに一部を除き概ね同程度の結果が得られたといえる．学生の積極性については，中間アンケートでは59名中43名

（72.8％）の学生が，最終アンケートでは57名中47名（82.4％）の学生が「積極的だった」または「とても積極的だった」
と回答しており，非常に多くの学生がこの活動に積極的に取り組めたと感じているという結果が得られた．この評価はあ
くまで学生の自己評価によるものであるが，授業中に活動に取り組む際の学生たちは私語をすることも居眠りをすること
も一切なく，他の講義形式の授業ではみられないほど集中した様子が見受けられた．そのことを思えば，極めて多くの学
生が自身の積極性を高く評価したという結果はうなずけるものである．また，本活動の魅力に関する項目の結果を見ると，
中間アンケートでは59名中53名（89.8％），最終アンケートでは57名中54名（94.7％）と，極めて多くの学生が「魅力を感
じた」及び「とても魅力を感じた」を選んでいることがわかる．これらの結果から，映画のセリフの聞き取りを行い，会
話表現を学ぶという本活動は学生たちにとって大変魅力あるものであり，その魅力が本活動における英語学習への高いモ
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チベーションに繋がっていることは明らかであるといえる．
次に，学生たちに聞き取りを行わせた映像の難易度に関する項目の結果を見る．この項目について，回答は「適度」あ

るいは「少し難しい」に集中しており，中間アンケートでは59名中54名（91.5％），最終アンケートでは57名中56名（98.2％）
の学生がこの２つの評価項目を選んでいる．授業時の活動として学生のモチベーションを保つには，難易度が低すぎるこ
とは好ましくなく，適度であるか，あるいはややチャレンジングであることが望ましいと考えられる．7 そのためほとん
どの学生がこの２つの評価をしたという結果は非常に好ましいものであるといえる．また，中間アンケート時には16名が

「適度」38名が「少し難しい」と感じていたのに対し，最終アンケートでは34名が「適度」22名が「少し難しい」と答え
ており，活動を重ねるにつれ，学生たちにとって難易度がより「適度」に変化したことがわかる．２章で述べた通り，中
間アンケートの結果を受け，活動用のワークシートに聞き取り作業を行わせる前に予想を記入する枠を設いた．この中間
と最終のアンケート間の結果の相違は，学生たちの英語の音声への慣れやリスニング能力の向上を示すと同時に，事前に
セリフを予想する時間を設けたことで学生の理解が促進されたものと考えられる．

４．２　授業時間外の活動に関する考察
ここでは授業時間外での活動に関する結果を見る．まず，映画を見たかどうかについてであるが，中間アンケートでは

57名中６名（11％）の学生が見たと回答した．映画を見なかった理由としては「時間がなかった」に返答が集中していた．
本論考の冒頭で述べたように短大の学生は非常に多忙な学生生活を送っており，彼らの日々のスケジュールを考慮すれ
ば，この理由は十分うなずけるものである．しかしながら，およそ９割近くの学生が授業外学習どころか，映画を見るこ
とさえしていなかったという結果は，本活動の意義を考える上では非常に問題であり，この活動をより魅力的にし，学生
に忙しい中でも活動を行いたいと感じさせるような工夫が必要であるといえる．そのため，２章で述べた通り，中間アン
ケート実施以降のワークシートには，授業外学習用の「映画を見て探そう」の中に「グーフス」の項目を新たに設けた．
その変更後の成果は最終アンケートの結果に表れているものといえる．最終アンケートでは，映画を見たと答えた学生は
57名中18名（32％）と，映画を見た学生数は中間アンケート時に比べて大きく増加しているのである．中間と最終アンケー
トを実施するまでの間に２カ月ほどの間隔があるため一概には言えないであろうが，ここでは「グーフス」の活動を加え
た効果が多少なりともこの数値に影響していると肯定的に捉えたい．

次に，映画を実際に見た学生たちの中で，授業外学習に当たる「セリフを探そう」の活動を行った学生がどの程度いた
のかを見る．中間アンケートではこの活動を行った学生数は57名わずか中２名にとどまり，最終アンケートでは57名中５
名とわずかに増加した．しかし授業が終了する最終アンケート実施時点でさえ授業外学習を行ったのは全体のわずか９％
であった．この結果から，本活動は直接的に授業外学習へと結びついているとはいいがたいといえる．8

４．３　活動に関する感想（自由記述）に関する考察
最終アンケートの際には，自由記述形式で本活動への感想を記入させた．学生から得られた感想はすべて本論考末尾の

Appendix に示す．感想コメントは「前半（中間アンケート前）よりも聞き取れたことが多くあってうれしく思いました」
「日常生活でも十分に使えそうなフレーズだらけで，とても勉強になる英文だった」などポジティブな意見が多く，学生
たちが高いモチベーションを持って本活動に取り組んでいたことがわかる．また，「洋画を見る際に英語音声で日本語字
幕をつけてみるようになったり，グーフスをさがすようになり，以前より，海外の映画，英語などへの興味も増し新しい
楽しみ方を学ぶことができた」のように本活動を行う前とは映画の見方が変化しており，今後の自立的な学習への可能性
を感じさせるものや，「これを機に，洋画を字幕なしで見たりもしました」のように，すでに自律的な学習を試みた例も
みられた．

一方で，多くの学生が「海外の映画を普段見ない」「洋画を見るときにはほとんど日本語吹き替えで見ている」といっ
た趣旨のコメントを述べていた点は興味深い．自由記述形式の枠であったにも関わらず，海外の映画は見ない，あるいは
見たとしても音声は日本語吹き替えでしか見ないと答えた学生が，この欄に感想を記入した全46名のうち15名もいたので
ある．あくまで選択形式ではなく自由記述のコメントから得られた結果であるため，潜在的にはより多くの学生がそうで
ある可能性もある．9 本研究を実施する際には，映画の英語であれば学生にとってなじみ深いものであると想定していた
が，これらのコメントから，むしろ多くの学生が，映画のセリフでさえ日常的に触れる機会がないということが明らかと
なった．コメントの中には授業をきっかけに海外の映画を見るようになったというものや，英語の音声で見るようになっ
たという声も多く，その意味では，本研究で実施した「映画で学ぶ会話フレーズ」は，直接学生たちに授業外学習を行わ
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せることができたとは言いがたい結果ではあったものの，まず英語に触れるきっかけとなった点で，学生たちにより長期
的な意味で英語を学ぶ機会を与えたといえるだろう．

５．おわりに
本論考では，「ビジネス英語」において実施した「映画で学ぶ会話フレーズ」の活動が，学生の英語学習への意欲向上

と授業の活性化，そして授業外学習への動機づけにどの程度効果があるのかを検証した．
中間および最終アンケートから，本活動は学生にとって極めて魅力あるものであり，授業時においては学生の学習意欲

を高めていることが明らかになった．この評価は，実際の授業時の学生たちの取り組む姿勢にも表れており，セリフの
ディクテーションを熱心に行う様子は，他の英語関係の授業では見られないものであった．一方で，授業外学習への結び
つきの点では直接的な成果が得られたとはいいがたい．授業回数が進むにつれて本活動で取り扱った映画の視聴を行った
人数は増加したものの，授業外学習にあたる「映画を見て探そう」の活動を行った学生数は中間アンケートを行った時点
で２名，授業最終回に当たる最終アンケート時でさえ５名であり，極めて少ないものであった．そのため，本活動を直接
的に授業外学習につなげるために，この活動を学生たちがより積極的に，楽しみとして行いたいと思えるような内容に改
善することが，本研究の今後の課題であるといえる．

しかしながら最終アンケート内での自由記述の回答をみると，本活動が，従来洋画を見る機会がない，あるいは見たと
しても日本語吹き替え版を見る学生たちに，英語で映画を見るきっかけを与えていたということが明らかとなった．そし
てそれらの学生の多くが，従来の映画の見方から変化を示しており，中には字幕なしで英語のセリフを聞き取る試みをし
たものもいた．これは換言すると，この活動は授業が実施された３ヶ月という短い期間では望んだ成果が得られなかった
ものの，さらに長期的なスパンで，学生たちに自律的な学びを得る機会を与えたと捉えることができる．その意味では，
ここで論じた活動「映画で学ぶ会話フレーズ」は，授業外の自律的な学習への動機づけとなりうるものであり，今後改善
を重ねることでより実りのある結果に結びつくことが期待できるといえるだろう．

注
１ 本論考で言及する「映画」とは，商業用に制作された一般的な娯楽映画を指すものであり，英語学習向けに作られた教材用映画は

除外する．
２ 角山（2004）は20世紀初頭から1980年以前，角山（2005）は1980年代の映画英語教育研究史について報告している．その中で，80

年代以前は語学教育用の映画が用いられるのがせいぜいであったのに対し，80年代前半より商業映画を用いた「いわゆる映画英語
教育の実践，または模索が始まった」（角山， 2005 : 13）としている．

３  映画を時間外学習に関連付ける試みは少なくない．たとえば菊池・中山（2006）は中学生を対象に洋画による動機づけに関する調
査を行っており，その成果の１つとして，授業時に映画の活動を行ったことで，家庭学習を行った生徒数が有為に上昇したことが
報告されている．また，成田（2013）は，連結・消失・弾化といった音声変化に関する授業内容の理解を深める目的で，映画を題
材としたレポート課題を作成している．中でも角山（2013a， 2013b）の研究は興味深いもので，DVD による授業外学習の困難さを
克服するために，著作権保護期間が終了した「パブリックドメイン映画」のウェブ教材化を行っている．ICT 環境を活用した非常
に現代的で画期的な試みであるといえる．

４ 詳しくは吉村（2016）参照．
５ 例えば角山（2008 : 100）では，授業実践に単語レベルの部分ディクテーションが行われたことが示されている．また，藤山

（2015 : 134）や岩下（2016 : 50）には活動で使用された空所補充形式のワークシートが示されている．
６ グーフスについては海外の映画情報サイト「IMDb」において情報を得ることができる．
７ 田中博晃は英語学習者の動機づけに関する体系的な研究を行っているが，田中（2009 : 76）では，映画のセリフのリスニングを行う

こと自体をかなり難易度の高い「チャレンジングな課題」としており，それを学生たちが達成することで，「達成感や有能感」を与
えることができると指摘している．

８ 本論考ではスペースの都合上結果は示していないが，アンケートの中では，映画を見たにも関わらず授業外学習に当たる活動を行
わなかった理由を尋ねている．中間アンケートでは「時間がなかった」が２名であり，「その他」の自由記述では「映画に夢中だっ
たから」「映画を楽しんでいて忘れていた」などが挙げられた．最終アンケートでは「なんとなく」が５名，「時間がなかった」が
２名，「難しすぎた」が１名であり，「その他」の自由記述では「映画に集中したかった」「忘れてしまっていた」「手元にプリント
がなかった」などが挙げられた．

９ 本研究実地後に筆者が担当する「英語演習Ⅰ」において，受講者119名を対象に英語圏の映画および DVD を見る際の音声・字幕の
設定に関するアンケートを行った．有効回答115名中，「日本語音声・字幕なし」で見ると答えた学生が86名（74.7％），「英語音声・
日本語字幕」が20名（17.3％），「日本語音声・英語字幕」が８名（6.9％），「日本語音声・日本語字幕」が１名（0.8％）であった．
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本研究の対象とした「ビジネス英語」内で得られた結果ではないものの，本学の学生の多くがいわゆる「日本語吹き替え版」で洋
画を見ていることを示す結果が得られたといえる .
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Appendix　最終アンケート－活動の感想（自由記述）での全コメント

・ 紹介されていた映画は全部面白そうだと思ったので，時間があるとき見てみたいです．
・ 毎回ちがう内容で，見ていてとてもおもしろかったです．聞き取りが少し苦手（できなかった）でしたが，一生懸命自分なりに答

えを見つけ出そうと努力しました．
・ 毎回とても興味のわく映画だったので，見ていて楽しかったです．この春休みを利用して，少しでも時間があれば見たいと思います．
・ 見てみたくて図書館に探しに行きましたが，空きコマの１時間半だけでは見終わらなくてあきらめました．おもしろそうだったの

で今度見てみます．
・ 普段洋画を見るときにはほとんど日本語吹き替えで見ているので，たまには英語で視聴して，リスニング力を身に付けたいと思い

ました．知っているフレーズや単語がでてきたりすると少しうれしくなりもっと覚えようとするので，これからたくさんいろいろ
なジャンルの洋画を見たいなと感じました．

・ バイトでも外国のお客様が多いので，ぜひ使えるものは使ってみたい．
・ 知らない映画を見るのが楽しかったし聞き取りの勉強になった．この授業を受けて翻訳なしの DVD を借りてみようと思った．
・ 映画を英語で見たり，そもそも洋画を見ることがあまりないので，良い機会だった．洋画にも興味を持ち，見てみようと思い，実

際に見ることができた．
・ 映画を通してだったため，とても楽しく学ぶことができた．　
・ 映画をみるのは好きなので楽しかった．洋画は吹き替えばかりなので，英語の難しさを感じたが，聞き取れるとうれしかった．
・ 前半よりも聞き取れたことが多くあってうれしく思いました．
・ どの映画も 15 分くらいしか見ていないけれど，内容と少しあらすじがわかって，全部おもしろそうな映画だと思いました．どれか

１つでもじっくりと見てみたいです．
・ 難しかったが楽しかった．休業期間に入ったらぜひ映画を見たい．
・ とてもためになるフレーズが多く，映画をみながら学べるので，映像でわかりやすく楽しくみることができた．また，映画の内容

もおもしろく，時間があったらみてみようと思う．
・ 毎時間楽しく会話フレーズを学ぶことができておもしろかった．今まで，吹き替えで見ていたので，英語と字幕に挑戦したいと考えた．
・ 映画は吹き替え版で見ることが多いので新鮮だった．ターミナルやホリデイはずっと見ようと思っているが時間がなかったので見

れなかった．もともと映画が大好きなので，これからは吹き替えだけではなく，字幕 Ver で見てみようと思う．
・ 映画を見ることを通して，英語を学ぶことができてともてもおもしろかったです．
・ 映画がおもしろく続きが気になった．
・ 映画だと堅苦しい英語がなく，様々な解釈をしてこの英語が使われているなど勉強になった．
・ 知らない映画がたくさんあっておもしろかった．私は映画が好きなので，映画で英語を学べるというのはとてもいいと感じた．
・ 毎回とても面白い内容で，すべて見てみたいと思うものが多かった．時間を作ってみようと思う．英文の予想問題やグーフスなど，

楽しい作業があり映画の面白さがよくわかった．
・ 前半も後半もとてもたのしかった．毎回映画がおもしろいのでいつかは制覇したい．
・ 途中までだけど全部おもしろかった．時間があれば見たいと思った．音声の聞き取りは簡単なときも難しくて全然聞き取れないと

きもあった．映画のグーフスが面白くて，言われなければ全然気づかないなと思った．
・ 映画を見たがら英語を学ぶのが楽しかった．紹介された映画も，一部しか見ていないが，おもしろいものが多かった．普段はあま

り外国の映画は見ないが，時間があったら見てみたいと感じた．
・ 英語を聞き取るのはむずかしかったけどおもしろかったです．色々な作品も知ることができていいなと思いました．
・ おもしろい映画の発見があって興味のわく項目でした．
・ 映画の内容と合わせて学ぶことができてとても楽しかったです．後半から出てきたグーフスの部分も毎回発見があっておもしろい

と思っていました．普段は吹き替えしか見ない洋画ですが，これを機に字幕のものも見ようと思います．
・ 海外の映画を普段見ないので，日本とは違う作風で毎回おもしろくて楽しみにしていた．
・ 映画をみながら英語も学べるというのがとても効率的でいいなと思いました．
・ 実際に外国人が話しているセリフを聞くので，リスニング力が付くからとてもいいと思う．また，外国の映画を見る機会が普段な

いので，外国に興味をより抱けるいい機会だと思う．
・ とても面白い作品ばかりで授業中に少し見ただけでもいい作品とわかるものばかりでした．楽しかったです．
・ 楽しみながらできる授業ですごくよかった．もっと時間をとってほしい．
・ 普段あまりみない洋画，しかも英語で見る機会ができてよかった．おもしろいものばかりだったので，家でも見たい．
・ 英語の映画も面白かった．これからは積極的に作品の単語やフレーズにも注目していきたいと思う．映画で学ぶ会話フレーズも授

業の１つだと感じました．私も積極的に英語の映画の作品を見ていくようにしていきたいと思います．
・ 知らない映画ばかりで面白そうと思うものも多くありました．私はあまり洋画を見ないので，とても興味がもてて，借りて見てみ

たいと思います．
・ 後半から小さなミス探しみたいなのがあったり，個人的にはとても面白かったです．春休みにまとめてみてみます．
・ まったく知らない映画でもグーフス探しなど興味の持てる内容だった．紹介された映画を実際に時間があるときに見たい．
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・ 英語を勉強しながら映画を見れて，とても楽しく活動できた．まだ見れてないけど，あらすじを見てみようと思うものもいくつかあっ
たので，今後必ず見ようと思った．「映画で学ぶ会話フレーズ」の中では，空欄の英文のところは日常生活でも十分に使えそうなフ
レーズだらけで，とても勉強になる英文だったと感じた．活動の中にも，グーフスなど楽しめる内容も入っていたので，飽きるこ
となく集中して取り組むことができた．

・ すごく楽しい活動だなと思いました．自分の知らない映画だったけど，あらすじや要所要所見せてもらえたので，内容に集中して
取り組めたと思います．これを機に，洋画を字幕なしで見たりもしました．全然聞き取れなかったけど．

・ 海外の映画は今まで見たとしても，日本語吹き替え版で見ていたので，授業で見てから英語のままで見るのも勉強になるしおもし
ろいなと思いました．また，映画の中のミス映像を探し出すのもおもしろかったです．

・ 少しをするのではなく講義をする日，映画を見る日，別にすれば話の内容も単語ももっと頭に入ると思った．
・ 洋画は基本あまり見ないので，毎回新鮮な気持ちで見させてもらっていた．また，映画の中で間違いがあるものもあるということ

を初めて知り，そんなこともあるのだと驚いた．あらすじだけでも見るのは楽しかった．
・ この授業を通して洋画は字幕で見るようになりました．役立つ言葉もあったため，聞き取れるようになれるよう頑張りたいです．
・ 見たことのない映画でも楽しめた．Youtube などで見てみたいと思った．
・ ビジネス英語の講義を受けてから，洋画を見る際に英語音声で日本語字幕をつけてみるようになったり，グーフスをさがすように

なり，以前より，海外の映画，英語などへの興味も増し新しい楽しみ方を学ぶことができた．これからも英語に触れる機会を増やし，
簡単な英会話ができるようになりたいと感じた．

・ 楽しみながらできて，毎回とてもたのしみでいい活動だと思いました．教科書で学ぶよりも英語を身近に感じることができました．
今後借りようと思っている映画では，セリフ探しだけではなく，グーフスもしてみようと思います．

（2017年７月28日　受理）




